
中
世
最
大
の
飢
饉
と
さ
れ
て
き
た
寛
正
の
大
飢
饉
の
評
価
が
変

わ
り
つ
つ
あ
る。

寛
正
二
年
（
一

四
六
一
）

の
京
都
に
お
け
る
渡
惨
な
飢
饉
状
況
は

っ
と
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る。

こ
の
年
二
月、

洛
中
は
飢
餓
に
あ
え

い
で
地
方
か
ら
集
ま
っ
て
き
た
人
ぴ
と
で
あ
ふ
れ
か
え
っ
た。

死
者

は
八
万
二
0
0
0
と
も
い
わ
れ、

四
条
橋
か
ら
鴨
川
上
流
を
み
れ
ば

無
数
の
屍
体
が
横
た
わ
っ
て
流
れ
を
ふ
さ
が
ん
ば
か
り
で
あ
っ
た
と

い
う。と

は
い
え、

か
つ
て
熱
田
公
は、
「
寛
正
の
飢
饉
は、

荘
園
や
地

域
に
よ
っ
て
は、

必
ず
し
も
き
ぴ
し
い
惨
禍
を
示
さ
な
か
っ
た」

と

し
た
(
1
)

。

大
和
国
奈
良
の
状
況
を
丁
寧
に
た
ど
る
と、

さ
ほ
ど
大

き
な
被
害
が
な
く、

損
免
交
渉
も
展
開
さ
れ
て
お
ら
ず、
「
寛
正
の

大
飢
饉
の
い
わ
ば
常
識
が、

大
和
地
方
に
あ
っ
て
は、

必
ず
し
も
そ

は
じ
め
に

研
究
ノ
—
卜

長
禄
四
年
の
「
百
日
大
雨」

と

の
ま
ま
妥
当
し
な
い
」

と
結
論
づ
け
た。

ま
た
東
島
誠
は、
一

五
世
紀
前
半
に
は
災
害
に
弱
く、

都
市
機
能

壊
滅
状
態
に
あ
っ
た
京
都
が、
一

五
世
紀
後
半
に
は
苛
酷
な
気
候
条

件
に
あ
っ
て
も
容
易
に
食
糧
不
足
に
陥
ら
な
い
都
市
へ
と
変
貌
を
と

げ
て
い
た
と
評
価
す
る
(
2
)

。

そ
の
背
景
に
は、
一

五
世
紀
後
半
の

畿
内、

西
日
本、

さ
ら
に
は
東
ア
ジ
ア
海
域
全
体
の
物
流
の
活
性
化

が
あ
る
(
3
)

。

寛
正
の
飢
饉
で
は、

こ
の
物
流
活
性
化
の
波
に
乗
れ

な
か
っ
た
生
産
地
を
か
か
え
る
地
域
社
会
が
罹
災
し、

外
部
か
ら
の

流
入
民
と
な
っ
て
洛
中
に
押
し
寄
せ
た
が、

経
済
の
急
激
な
＞
字
回

復
を
は
た
し
て
い
た
京
都
で
は、

流
入
し
た
被
災
者
に
対
し
て
施
行

を
行
な
え
る
ほ
ど
に
経
済
的
余
力
が
生
ま
れ
て
い
た
と
い
う。

両
者
に
共
通
す
る
の
は、

寛
正
の
飢
饉
に
際
し
て
列
島
に
お
け
る

罹
災
状
況
の
地
城
的
偏
差
を
重
要
視
す
る
主
張
と
い
っ
て
い
い。

で

は、

寛
正
の
飢
饉
と
は
な
ん
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か。

「
砂
成」

黒

田

ー
寛
正
飢
饉
前
夜
の
加
賀
大
野
荘

智
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「
壬
九
月」

の
年
貢
減
免

京
都
の
鹿
王
院
に、

文
明
一

五
年
(
-

四
八
三）
―
一

月
二
八
日

付
「
加
賀
大
野
荘
散
用
状」

が
所
蔵
さ
れ
て
い
る。
一

九
八
0
年
代

に
入
る
こ
ろ、
『
加
能
史
料』
編
纂
に
あ
た
っ
て
発
見
さ
れ
た
も
の
で、

ほ
ぼ
同
じ
内
容
を
ふ
く
む
天
龍
寺
所
蔵
の
明
応
四
年
(
-
五
九
五）、

明
応
九
年
(
-

五
0
0)

散
用
状
と
と
も
に
紹
介
さ
れ
た。

加
賀
国
大
野
荘
は、

平
安
末
期
に
成
立
し、

鎌
倉
期
に
は
下
地
中

分
に
よ
っ
て
地
頭
職
が
北
条
得
宗
家
に
移
っ
た。

鎌
倉
幕
府
が
滅
亡

し
た
の
ち
の
建
武
三
年
(

1

1

二
三
六）、

後
醍
醐
天
皇
は
大
野
荘
領

家
職
を
京
都
臨
川
寺
に
寄
進
し
た。

ほ
ど
な
く
隣
接
す
る
伊
勢
神
宮

領
の
宮
永
御
厨
や
得
蔵
保
と
地
頭
分
を
加
え
て、

臨
川
寺
に
よ
る
一

円
支
配
が
実
現
し
た。

し
か
し、
一

五
世
紀
半
ば
の
大
野
荘
で
は、

長
禄
二
年
(
-

四
五
八）

に
赤
松
次
郎
法
師
（
政
則）

が
加
賀
半
国

の
守
護
に
任
じ
ら
れ
た
こ
と
で、

在
地
勢
力
の
政
治
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ、

臨
川
寺
の
荘
園
経
営
は
危
機
に
直
面
し
て
い
た。

臨
川
寺
は、

大
野
荘
へ
の
守
護
使
入
部
を
停
止
す
る
幕
府
御
教
書
を
え
て
防
衛
に

っ
と
め
た
も
の
の、

こ
の
の
ち
数
年
に
わ
た
っ
て
領
有
権
を
喪
失
し

て
い
た
可
能
性
が
高
い。

文
明

二
立
年
(
-

四
八
三）

散
用
状
は、

領
有
権
を
一

時
的
に
喪
失
し
て
い
た
臨
川
寺
が
大
野
荘
の
所
領
経
営

に
復
帰
し
た
際
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る。

散
用
状
は、

米
方
と
銭
方
に
わ
か
れ、

規
定
収
納
量
で
あ
る
米
方

二
七
0
0
石
余、

銭
方
七
三
〇
貫
文
余
の
う
ち、

さ
ま
ざ
ま
な
理
由

で
減
免
さ
れ
た
「
除
分」

と
加
算
さ
れ
た
「
請
加
分」

が
書
き
上
げ

ら
れ、

最
終
的
な
年
貢
納
入
量
が
合
算
さ
れ
た
帳
簿
で
あ
る。

収
支

は
数
次
に
わ
た
っ
て
書
き
維
が
れ
た
も
の
で、

大
き
く
五
期
に
わ
か

れ
て
い
る。

す
な
わ
ち、

1
期
は
建
武
三
年
(
-

三
三
六）

か
ら
貞

治
六
年
(
-

三
六
七）

ま
で、

lI
期
は
貞
治
七
年
(
-
三
六
八）

か

ら
永
享
初
年
(
-

四
二
八）

こ
ろ
ま
で、

m

期
は
永
享
六
年

（
一

四
三
四）

こ
ろ
か
ら
康
正
元
年
(
-

四
五
五）

ま
で、

IV
期
は

康
正
二
年
(
-

四
五
六）

か
ら
長
禄
四
年
(
-

四
六
0)

ま
で、

V

期
は
寺
領
を
回
復
し
た
文
明
六
年
(
-

四
七
四）

か
ら
こ
の
散
用
状

が
作
成
さ
れ
た
文
明
一

五
年
(
-

四
八
三）

ま
で
で
あ
る。

散
用
状
を
み
る
と、

1
.
lI
期
で
は
個
別
の
村
の
特
定
の
田
畠
に

対
し
て
比
較
的
少
額
の
減
免
が
逐
一

認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る。

と
こ
ろ
が、

lI
期
の
終
わ
り
ご
ろ
か
ら
惣
町
・

惣
荘
に
よ
る
減

免
闘
争
が
一

定
の
成
果
を
あ
げ
た
こ
と
も
あ
っ
て、

多
額
の
年
貢
米

や
銭
の
一

括
免
除
が
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
る。

こ
う
し
た
一

括
減

免
が
先
駆
的
に
認
め
ら
れ
た
の
が、

応
永
l

五・
一

六

年

(

I

四
0
八・
九）

の
在
家
地
子
銭一

〇
貫
文
の
免
除
で、

つ
い
で
永

享
五
年
(-

四
三
三）

に
は
六
五
貰
文
も
の
巨
額
の
在
家
地
子
銭
の

一

括
減
免
を
認
め
ら
れ
て
い
た。

宮
腰
を
中
心
と
す
る
港
湾
集
落
か
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ら
な
る
惣
町
は、

惣
荘
よ
り
半
世
紀
ほ
ど
先
行
し
て
減
免
闘
争
を
活

発
化
さ
せ
て
い
た。

11
.

m

期
の
散
用
状
に
は
「
起
請
文
を
捧
げ
て」

「
連
J々

「
嘆
き
申
す」

な
ど
の
文
言
が
頻
出
す
る
こ
と
か
ら、

惣
荘

に
よ
る
減
免
闘
争
も
ま
た
不
断
に
継
続
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て
い

い。

こ
の
結
果、
惣
荘
に
よ
る一

括
免
除
が
実
現
す
る
こ
と
に
な
る。

散
用
状
の
な
か
で
も
ひ
と
き
わ
目
を
引
く
の
が、

以
下
の
IV
期
に
あ

た
る
一

節
で
あ
る。

―
二
月
「
大
野
荘
年
貢
散

〔
史
料
1〕

文
明
一
四
年
(
-
四
八
二）

用
状」
（『
鹿
王
院
文
書』）

除

弐
百
伍
拾
陸
斜
二
斗
四
升
六
合

砂
•
河
成、

雖
年
来
不
作
仕、

少

分
之
程
以
堪
忍
之
儀、

御
年
貢
入
立
申
処、

自
康
正
二
年
五
月
二
日

至
壬
九
月
長
雨、

度
々
之
洪
水
失
墜
之
下
地
多
増
之
間、

可
預
御
免

之
由
嘆
申
者
也、

次
左
藤
六
散
田
事、

砂
・
川
成
申
入
間、

別
而
無

請
加
者
也、

〔
史
料
1〕

で
は、

米
方
二
五
六
石
二
斗
四
升
六
合
と
い
う
総
収
納

抵
の一
割
近
い、

破
格
に
大
規
模
な
免
除
が一
括
で
な
さ
れ
て
い
た。

し
か
も、

対
象
と
な
る
田
畠
を
特
定
し
て
い
な
い
点
で
前
例
の
な
い、

き
わ
め
て
特
殊
な
年
貢
減
免
措
置
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る。

加
え
て、

こ
れ
か
ら
ほ
ど
な
く
し
て
四
六
貰
六
一
七
文
も
の
銭
方
除
分
も
認
め

ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る。

こ
の
空
前
の
大
規
模
減
免
に
つ
い
て

述
べ
た
浅
香
年
木
と
水
野
章
二
の
二
人
の
論
文
を
引
用
し
て
み
よ
う。

浅
香
年
木
「
一
向一

揆
の
展
開
と
加
賀
国
大
野
荘」

（
初
出一
九
八
一
年）

こ
の
項
に
掲
げ
る
長
禄
四
年（
覚
正
元
年
11一
四
六
0)
の
除
分
は、

二
五
六
石
と
い
う
空
前
の
巨
額
で
あ
り、

し
か
も、

第
三
次
集
計
分

ま
で
の
除
分
の
記
載
と
異
な
っ
て、

具
体
的
な
損
毛
発
生
の
場
所
を

示
し
て
い
な
い。
お
り
か
ら、
寛
正
の
大
飢
饉
を
迎
え
る
時
期
で
あ
り、

蹂
雨
の
連
続
に
よ
る
大
規
模
な
水
損
の
発
生
は
事
実
で
あ
ろ
う
が、

こ
の
項
に
つ
い
て
は、

水
損
を
理
由
と
す
る
「
惣
庄」

規
模
の
負
担

減
免
闘
争、

す
な
わ
ち
「
庄
家
の
一
揆」

の
展
開
を
想
定
す
べ
き
で

あ
ろ
う。

因
み
に、

こ
の
機
会
に
大
野
庄
の
百
姓
層
が
獲
得
し
た
免

除
額
は、

建
武
四
年
(-
三―
二
七）

以
来
の
米
方
除
分
の
累
計
の
二

分
の
一
、

応
安
元
年
(

-

1

二
六
八）

か
ら
寛
正
五
年
(-
四
六
四）

ま
で
の
一

世
紀
間
に
大
野
庄
の
百
姓
層
が
寺
家
に
認
容
さ
せ
た
米
方

除
分
の
累
計
の
実
に
五
九・
ニ
八
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
(

4
)

。

水
野
章
二
「
中
世
の
風
害
と
気
候
変
動」
（
二
0
二
0
年）

大
野
荘
民
は
「
砂
成」
「
河
成」

に
よ
る
不
作
に
耐
え
な
が
ら、
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年
貢
を
納
入
し
て
き
た
も
の
の、

康
正
二
年
(
-

四
五
六）

五
月
二

日
か
ら
閏
九
月
ま
で
続
い
た
と
い
う
長
雨
・

洪
水
に
よ
っ
て、

広
範

囲
に
及
ぶ
被
害
が
発
生
し
た
た
め、

年
貢
減
免
を
要
求
す
る。

そ
の

結
果、

二
五
六
石
余
り
と
い
う
大
幅
な
年
貢
減
免
額
が
認
め
ら
れ
て

い
る
が、

康
正
二
年
の
課
雨
は、
『
師
盛
記
』

同
年
五
月
一

九
日
条

お
よ
び
二
六
日
条
に
止
雨
奉
幣
の
記
事
が
あ
り、

同
六
月
二
五
日
条

に
は
「
夜
に
入
り
甚
雨、

洪
水
も
っ
て
の
ほ
か
の
事
な
り」

と
あ
る

も
の
の、

他
に
は
関
係
史
料
に
乏
し
い
。

年
輪
酸
素
同
位
体
比
か
ら

は
比
較
的
湿
襴
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え、

長
雨
・

洪
水
が
あ
っ

た
こ
と
は
間
違
い
な
い
が、
他
で
の
被
害
史
料
は
知
ら
れ
て
い
な
い。

こ
の
地
域
の
地
形
的
特
質
に
よ
っ
て、

大
き
な
水
害
と
な
っ
た
可
能

性
が
高
い
の
で
あ
る。

大
野
荘
に
お
け
る
水
害
と
「
砂
成」

は、

発

生
ピ
ー
ク
な
ど
は
ず
れ
て
い
る
も
の
の、

無
関
係
な
現
象
で
は
な

か
っ
た。

飛
砂
の
堆
積
は
耕
地
だ
け
に
止
ま
ら
ず、
（
中
略）

宮
腰

な
ど
の
町
場
や
津
湊
立
地
に
も
多
大
の
影
審
を
与
え
た
(
5
)

。

階
級
闘
争
史
か
ら
環
境
史
へ
。

四
0
年
余
を
隔
て
た
両
者
の
見
解

は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る。

近
年
の
荘
園
史
研
究
は、

環
境
史
へ
と

大
き
く
舵
を
切
っ
た。

年
貢
減
免
を
め
ぐ
る
歴
史
学
的
研
究
は、

荘

家
一

揆
に
よ
る
民
衆
闘
争
に
よ
っ
て
勝
ち
取
ら
れ
た
成
果
か
ら、

気

候
変
動
と
風
水
害
と
い
う
自
然
災
害
が
も
た
ら
し
た
環
境
変
容
へ
大

き
く
評
価
を
転
換
さ
せ
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
る。

両
者
の
も
う
ひ
と
つ
の
ち
が
い
は、

年
貢
減
免
が
行
な
わ
れ
た
時

期
の
比
定
で
あ
る。

水
野
は、

康
正一
一
年
(
-

四
五
六）

五
月
二
日

か
ら
閏
九
月
の
六
ヶ
月
間
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る。

こ
れ
に
対

し
て
浅
香
は、

長
禄
四
年
(
-

四
六
0)

閏
九
月
ま
で
の
五
年
半
の

間
の
減
免
措
置
と
解
釈
し、
『
金
沢
市
史
』

も
こ
れ
を
踏
襲
し
て
い

る
(
6
)

。
「
壬
九
月」

は、

明
ら
か
に
「
壬」

の
字
が
判
読
で
き
る

の
で、

閏
九
月
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る。

し
か
し、

康
正
二
年

（
一

四
五
六）

に
閏
月
は
存
在
せ
ず、

ま
し
て
や
閏
九
月
も
な
い。

康
正
二
年
(
-

四
五
六）

以
降
で
閏
九
月
が
あ
る
の
は、

長
禄
四
年

（
一

四
六
0)、
文
明
l

一

年
(
-

四
七
九）、
享
禄
元
年
(
-

五
二
八）

で
あ
り、

散
用
状
が
作
成
さ
れ
た
文
明
一

五
年
(
-

四
八
三）

以
前

と
す
れ
ば、

直
近
の
長
禄
四
年
(
-

四
六
0)

の
可
能
性
が
高
い。

い
ち
早
く
浅
香
が
指
摘
し
た
よ
う
に、

二
五
六
石
余
の
巨
額
免
除
が

な
さ
れ
た
の
は、

康
正
二
年
(
-

四
五
六）

で
は
な
く、

長
禄
四
年

（
一

四
六
0)

閾
九
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る。

臨
川
寺
が
大
規
模
な
年
貢
減
免
を
認
め
ざ
る
を
え
な
い
直
接
的
契

機
は、
康
正
二
年
(
-

四
五
六）

で
は
な
く、
長
禄
四
年
(
-

四
六
0)

閏
九
月
の
直
前
に
起
こ
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い。

こ
の
こ
ろ
大
野

荘
で
何
が
起
こ
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か。
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〔
史
料
1〕

に
み
る
よ
う
に、

二
五
六
石
も
の
巨
額
減
免
の
理
由

と
な
っ
た
の
は、
「
砂
・

河
成」

で
あ
っ
た。

大
野
荘
散
用
状
で
は、

「
河
類」
「
河
成」

と
と
も
に、
「
砂
成」

と
よ
ば
れ
る
風
水
害
が
散

見
さ
れ
る。

大
野
荘
散
用
状
に
書
か
れ
た
風
水
害
を
抽
出
し
た
〔
表

1〕

を
み
る
と、

貞
治
六
年
(
-

三
六
七）

を
初
見
と
し
て
損
免
理

由
の
多
く
を
占
め
て
い
た
の
は
「
河
類」

で
あ
っ
た。

と
こ
ろ
が、

応
永
二
三
年
(
-

四
一

六）

の
「
砂
類」

を
早
い
例
と
し
て、

永
享

―
一

年
(
-

四
三
九）

以
降
は
し
だ
い
に
「
砂
成」

が
頻
出
す
る
よ

う
に
な
る。
「
砂
成」

と
は、

海
岸
砂
丘
の
拡
大
に
よ
っ
て
田
畠
が

砂
塵
に
埋
没
し
て
年
貢
収
納
が
困
難
に
な
る
状
態
を
さ
す
と
考
え
ら

れ
る。
一

五
世
紀
後
半
に
は
海
岸
砂
丘
の
活
動
が
活
発
化
し
て
耕
地

や
集
落
が
飛
砂
に
よ
っ
て
埋
積
し
つ
つ
あ
り、
「
砂
成」

の
被
害
が

常
態
化
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
(
7
)

0

ま
た、
「
砂
成」

が
頻
発
す
る
地
域
は、

か
な
り
限
定
的
で
あ
る。

〔
表
1
〕

か
ら、

①
赤
土、

②
西
安
原、

③
寸
次
郎、

④
野
老
塚、

⑤
宮
腰
の
五
ヶ
所
に
限
ら
れ
る
(
8)
。

ち
な
み
に、
「
河
類」

は、

①、

⑤
の
ほ
か、

⑥
示
野、

⑦
観
音
堂
で
あ
る。

こ
れ
ら
の
地
名
を
示
し

た
〔
地
図
1
〕

を
み
て
み
る
と、

犀
川
・

伏
見
川
・

十
人
川
・

安
原

川
と
い
う
い
く
つ
も
の
河
川
が
合
流
す
る
氾
濫
原
で
あ
っ
た
こ
と
が

犀
川
氾
濫
原
の
「
砂
成」

□
7K 

〗·—•J
•Oは「フルカワ＇」

口は「砂」蝉 ＼ ＼ 
0 l 2畑
9 1 9 

わ
か
る。

加
賀
大
野
荘
は、

加
賀
国
北
部
の
犀
川
下
流
域
に
展
開
し
た
荘
園

で
あ
る。

宮
腰
津
と
大
野
湊
と
い
う
近
接
し
た
ふ
た
つ
の
港
湾
を
要

し、

加
賀
平
野
を
流
れ
る
幾
筋
も
の
河
川
が
日
本
海
に
注
ぎ
こ
む
河

口
付
近
に
広
範
な
荘
域
を
も
っ
て
い
た。

手
取
川
扇
状
地
で
は、

白
山
を
源
流
と
す
る
手
取
川
が
古
く
か
ら

氾
濫
を
く
り
返
し、

流
路
を
変
遷
さ
せ
て
き
た。

そ
の
長
い
歴
史
の

な
か
で、

し
だ
い
に
北
東
か
ら
南
へ

と
変
遷
し
て
い
っ
た
手
取
川
の

旧
河
道
は、

そ
の
後
も
幾
筋
も
の
河
川
や
用
水
と
な
っ
て
低
平
な
加

賀
平
野
を
流
れ
下
る。

他
方、

奥
三
方
岳
か
ら
源
を
発
し、

小
立
野 〔地図1〕大野荘の河川と「フルカワ」「砂」地名

（浅香年木作成の図に加筆）
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台
地
の
西
際
を
北
西
に
流
れ
下
っ
た
犀
川
は、

南
部
の
米
泉
で
高
橋

川
と
合
流
し
た
伏
見
川
と
古
府
付
近
で
合
流
す
る。

古
府
で
は、

手

取
川
扇
状
地
東
部
の
旧
河
道
と
お
ぼ
し
き
十
人
川
と
も
合
流
し、

蛇

行
を
く
り
返
し
な
が
ら
さ
ら
に
北
西
の
普
正
寺
付
近
で
安
原
川
と
も

合
流
し
て
日
本
海
に
注
ぎ
こ
む。

北
東
部
の
扇
状
地
末
端
で
犀
川
扇

状
地
と
接
合
し、

あ
い
つ
ぐ
氾
濫
に
よ
っ
て
堆
禎
し
た
広
大
な
低
湿

地
が
展
開
し
て、
河
北
潟
と
接
し
て
い
る。

こ
の
扇
状
地
先
端
部
は、

砂
や
砂
質
の
粘
土
層
の
表
土
の
下
に
粘
土
層
が
堆
積
し
て
地
下
水
が

浅
く、
所
々
で
地
下
水
が
目
噴
す
る
帯
水
層
を
な
し、
排
水
が
悪
い。

加
え
て、

河
口
付
近
の
北
側
に
は
広
大
な
内
灘
砂
丘
が
展
開
し、

南

側
に
は
安
原
砂
丘
が
形
成
さ
れ
て
い
る。

犀
JII
の
東
岸
は
な
だ
ら
か

な
水
田
地
帯
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て、

河
口
付
近
の
左
岸
に
は

高
さ
二
0
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
海
岸
砂
丘
が
い
く
つ
か
の
山
塊
を
形
成

し
て
い
る。

現
在
の
犀
川
の
河
道
の
う
ち
赤
士
町
か
ら
普
正
寺
橋
に
い
た
る
区

間
は、

寛
永一
六
年
(-
六
三
九）
の
加
賀
藩
に
よ
る
切
り
か
え
工
事

に
よ
っ
て
人
為
的
に
蛇
曲
さ
せ
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る。

金
石
市
在

住
の
郷
土
史
家
坂
崎
弥一
郎
氏
の
昭
和
四
五
年
(-
九
七
0)

こ
ろ
の

話
と
し
て、

も
と
も
と
犀
川
が
赤
土
町
付
近
か
ら
普
正
寺
町
の
東
側
を

通
っ
て
大
野
湊
神
社
を
か
す
め、

現
河
口
付
近
よ
り
も
や
や
北
寄
り
で

日
本
海
に
開
口
し
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
〔
地
回
1〕

回
。

荘
域
内
に
あ
る
大
野
湊
神
社
文
書
に
よ
っ
て
確
か
め
て
み
よ
う。

貞
享
二
年
（一
六
八
五）

七
月
ニ―
二
日
の
「
佐
那
武
社
由
来
就
御
尋

ニ
付
申
上
書」

や
享
保一
四
年
(-
七
二
九）

五
月
日
「
大
野
湊
神

社
縁
起」

に
よ
れ
ば、
神
亀
四
年
（
七
二
七）

に
海
上
か
ら
来
臨
し、

神
鈴
が
嗚
り
喝
い
た
「
真
砂
山
竿
の
林」

に
鎮
座
し
た
佐
那
武
大
宮

大
明
神
は、

建
長
年
中
（―
二
四
九
＼
五
六）

の
社
頭
炎
上
に
よ
っ

て
竿
の
林
か
ら
八
町
ほ
ど
東
に
移
転
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る。

さ
ら

に、

享
保
元
年
(-
七
一
六）

八
月
の
「
信
田
屏
風
記」

を
み
て
み

よ
う。

〔
史
料
2
〕

ま
た
竿
林
の
巽
に
あ
た
り
て、

す
こ
し
木
ふ
か
き一
む
ら
は、

往
昔

の
神
主
・
供
僧
・
神
人
・
散
楽
職
人
等
か
甍
を
並
て
住
け
る
所
こ
れ

な
ら
め、

亦
河
を
隔
て
東
に、

神
寂
た
る
森
の
け
し
き
に一
基
の
鳥

居
見
え
け
る
は、

其
こ
ろ
に
て
は
離
宮
の
森、

今
の
御
神
所
こ
れ
な

め
り、建

長
年
中、

真
砂
山
よ
り
此
辺
に
御
遷
座
の
時
は、

今
の
舞
台
の

西
弐
百
歩
は
か
り
に
た
A
せ
宝
ひ
し
と、

な
れ
と
瑞
踊
の
本
ま
て

犀
川
な
か
れ
来
め
る
故
に
や、

慶
長
九
年
贈
亜
相
利
長
公
1

二
社
御

造
営
の
時、

今
の
白
山
宮
の
南
に
御
遷
座
〈
此
時
者
東
向
也〉

あ

り
し
に、

川
い
と
ち
か
く
成
ぬ
る
故
に
や、

ま
た
寛
永
十
六
年
黄
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現
在
の
社
地
は
犀
川
の
東
岸
に
あ
っ
て、

か
つ
て
離
宮
の
森
と
よ

ば
れ
て
い
た。

竿
の
林
の
東
南
で、

鳥
居
の
建
つ
離
宮
の
森
と
は
犀

川
を
隔
て
た
西
に
神
人
ら
が
暮
ら
す
集
落
（
現
在
の
普
正
寺
町
付
近

か）

が
あ
っ
た
と
い
う。

建
長
年
間
（
―

二
四
九
S
五
六）

の
焼
失

で
竿
の
林
か
ら
社
地
が
移
転
し
た
と
き、

現
社
地
よ
り
も
約
四
0
0

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
西
に
あ
っ
た
が、

慶
長
九
年
(

l

六
0
四）

の
前
田

利
長
に
よ
る
社
殿
造
営
の
際
に
は
犀
川
の
河
道
が
瑞
籠
の
根
元
ま
で

迫
っ
て
い
た
た
め
移
動
し、

寛
永
一

六
年
（
一

六
三
九）

の
前
田
利

常
に
よ
る
惣
社
建
立
の
際
に
さ
ら
に
川
が
近
接
し
て
い
た
た
め、

現

在
地
に
移
転
し
た
と
さ
れ
て
い
る。

犀
川
の
河
道
が
少
し
ず
つ
東
へ

大
き
く
蛇
行
し
つ
つ
あ
っ
た
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る。

ま
た、

そ
れ
よ
り
少
し
上
流
域
に
あ
た
る
古
府
か
ら
赤
士
町
の
間

の
河
道
も、

嘉
永
元
年
（
一

八
四
八）

に
改
修
さ
れ
た
も
の
と
い
わ

れ
る。

西
金
沢
と
八
日
市
の
間
か
ら
北
上
す
る
犀
川
旧
河
道
は
大
き

く
蛇
行
を
く
り
返
し
て
い
た。

＋
人
川
と
合
流
し
た
犀
川
は、

現
在

の
河
道
よ
り
や
や
西
よ
り
を
走
っ
て
袋
畠
に
達
す
る
と、

袋
畠
・
ニ

ツ
寺
付
近
で
大
き
く
左
に
湾
曲
し、

左
右
に
蛇
行
を
く
り
返
し
な
が

ら
日
本
海
に
向
か
っ
て
い
た。

昭
和
四
八
年
(
-

九
七――-)、

左
岸

に
産
業
展
示
館
が
建
設
さ
れ
て
日
本
海
博
覧
会
が
開
催
さ
れ、

現
在

阿
利
常
公
惣
社
御
建
立
の
時、

今
の
所
に
う
つ
し
玉
へ

り、

で
は
競
技
場
が
整
備
さ
れ、

西
部
緑
地
公
園
が
造
成
さ
れ
て
い
る。

十
人
川
・

伏
見
川
・

犀
川
の
三
つ
の
川
が
合
流
す
る
こ
の
周
辺
に

は、

圃
場
整
備
以
前
に
「
フ
ル
カ
ワ」

と
よ
ば
れ
る
低
湿
地
が
あ
っ

た
(n)
。

明
治
初
期
の
官
撰
地
誌
編
纂
事
業
で
あ
る
『
皇
国
地
誌
』

の
「
石
川
郡
村
誌」

に
よ
れ
ば、
「
古
川」
「
古
河」

の
小
字
名
は、

示
野、

赤
土、

観
音
堂、

二
寺、

普
正
寺、

北
笹
塚、

袋
畠
村
に
残
っ

て
い
て、

こ
の
地
域
の
犀
川
の
流
路
変
更
の
激
し
さ
を
物
語
っ
て
い

る
〔
地
図
1
〕。

ま
た、

矢
杭
に
よ
っ
て
補
強
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
ほ
ど
も
ろ
い
畦
畔
に
由
来
す
る
「
ヤ
グ
イ」
「
ヒ
ビ
タ」

や、

一

年
中
泥
湾
ん
だ
湿
田
を
意
味
す
る
「
深
田」
（
無
量
寺
·

示
野）

や

湧
水
を
あ
ら
わ
す
「
清
水」
（
示
野
・

ニ
ツ
寺）

と
い
っ
た
低
湿
地

特
有
の
通
称
地
名
が
検
出
で
き
る。

水
に
囲
ま
れ
た
士
地
を
意
味
す

る
「
島」

や
「
池」

を
冠
す
る
小
地
名
も
数
多
い
。

加
え
て、

こ
の

地
域
を
特
徴
づ
け
る
の
が、
「
砂
田」

や
「
砂
割」

と
い
っ
た
小
地

名
で
あ
る。
「
砂
田」

は
示
野、

中
野、

戸
水、

黒
田、

無
量
寺、

観
音
堂
村、
「
砂
割」

は
示
野、

赤
土
村、
「
大
砂
宮
後」

な
る
地
名

が
五
郎
島
村
に
あ
り、

そ
の
多
く
が
犀
川
・

大
野
川
・

伏
見
川
流
域

に
内
包
さ
れ
る
〔
地
図
1
〕゚

昭
和
四
0
年
(
-

九
六
五）

に
犀
川
左
岸
で
発
見
さ
れ
た
普
正
寺

遺
跡
は、

中
世
日
本
海
屈
指
の
港
湾
で
あ
っ
た
宮
腰
津
の
町
場
の
一

端
を
示
す
遣
構
と
し
て
注
目
を
集
め
た。

こ
こ
で
は
中
世
墓
地
と
と
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も
に、
一

四
世
紀
後
半
か
ら
一

五
世
紀
前
半
の
小
鍛
冶
職
人
の
工
房

跡
が
確
認
さ
れ、
黒
色
砂
層
か
ら
豊
富
な
陶
磁
器
類
が
発
掘
さ
れ
た。

し
か
し、

脆
弱
な
海
岸
砂
丘
の
上
に
立
つ
港
湾
機
能
は、
一

四
世
紀

後
半
以
降
の
安
原
砂
丘
の
発
達
と
内
陸
へ
の
移
動
や
飛
砂
に
よ
っ

て、

き
わ
め
て
短
期
間
の
う
ち
に
喪
失
し
て
し
ま
う。

遅
く
と
も

一

五
世
紀
前
半
ま
で
に
は
町
の
大
半
が
砂
塵
の
な
か
に
埋
没
し、

港

湾
の
砂
丘
被
覆
に
と
も
な
っ
て、

集
落
は
犀
川
左
岸
か
ら
右
岸
の
官

腰
に
移
転
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
(n)
。
一

五
世
紀
半
ば
の
大
野

荘
は、

景
観
変
容
の
大
き
な
岐
路
に
立
っ
て
い
た
の
で
あ
る。

中
世
大
野
荘
の
犀
川
河
口
域
は、

不
断
に
河
道
を
変
遷
さ
せ
な
が

ら、
「
砂
成」

に
よ
っ
て
海
岸
砂
丘
が
浸
食
を
く
り
返
す
氾
濫
原
だ
っ

た
の
で
あ
る。

三、

寛
正
大
飢
饉
と
「

百
日
大
雨」

氾
濫
の
常
習
地
で、

海
岸
の
砂
丘
形
成
の
活
動
期
に
入
っ
て
い
た

大
野
荘
で、

康
正・
長
禄
年
間
に
何
が
起
こ
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か。

寛
正
の
大
飢
饉
は、

中
世
日
本
に
お
け
る
最
大
の
飢
饉
と
し
て
知

ら
れ、

そ
の
具
体
的
様
相
を
京
都
の
『
碧
山
日
録』

や
奈
良
の
『
大

乗
院
寺
社
雑
事
記』
『
経
覚
私
要
抄』

に
よ
っ
て
み
る
こ
と
が
で
き

る

g
。

三
つ
の
古
記
録
の
一

ヶ
月
ご
と
の
降
雨
日
数
を
み
て
み
る

と、

史
料
的
制
約
は
あ
る
も
の
の、

康
正
元
年
(
-

四
五
五）

こ
ろ

か
ら
比
較
的
降
雨
日
数
は
少
な
く、

旱
魃
に
見
舞
わ
れ
て
い
た
が、

長
禄
四
年
(
-

四
六
0)

五
月
に
入
っ
て
急
激
な
上
昇
に
転
じ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る。
一

四
五
0
年
代
は
気
温
が
低
下
し
て
中
世
で
も

も
っ
と
も
低
温
が
つ
づ
い
た
時
期
で、
一

四
五
六
年
か
ら
三
年
ほ
ど

旱
魃
が
つ
づ
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る。

寛
正
の
飢
饉
は、

こ
の

気
温
低
下
局
面
で
の
長
雨
が
も
た
ら
し
た
飢
饉
と
い
わ
れ
る
(
2
)

0

あ
ら
た
め
て、

古
記
録
に
よ
っ
て
康
正
・

長
禄
年
間
の
気
候
に
つ
い

て
み
て
み
よ
う。

康
正
二
年
(
-

四
五
六）

五・
六
月
の
長
雨

『
師
郷
記
』

に
よ
れ
ば、

五
月
一

九
日、
二
六
日
に
止
雨
奉
幣
が
み
え、
六
月
二
五
日
夜
に
「
甚

雨
洪
水
以
外」

と
あ
る。

康
正
三
年
(
-

四
五
七）

五
5
八
月
の
旱
魃

一

転
し
て
旱
魃
と
な

り、

五
月
一

四
日
と
七
月
二
0
日、

八
月
―
一

日
に
祈
雨
奉
幣
の
記

事
が
あ
る。
『
讃
岐
国
大
日
記
』

で
は
こ
諸
国
旱
魃
五
穀
不
熟」

と

記
さ
れ
て
い
る。

康
正
三
年
(
-

四
五
七）

八
月
ニ
ー

日
の
大
風

後
述。

長
禄
二
年
(
-

四
五
八）
六
月
の
旱
魃

『
蔭
涼
軒
日
録』
に
よ
れ
ば、

六
月
九
日
に
幕
府
が
五
山
に
対
し
て
祈
雨
祈
祷
の
命
を
下
し
た。

長
禄
三
年
(
-

四
五
九）

五
S
七
月
の
旱
魃

五
月
一

五
日
か
ら
祈
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雨
祈
祷
が
あ
り、
一

七
日
の
降
雨
で
い
っ
た
ん
中
止
さ
れ
た
も
の
の

祈
祷
が
再
開
さ
れ
て
六
月
1

二
日
の
よ
う
や
く
廿
雨
と
な
っ
た。

な
お

も、

七
月
四
日
に
神
泉
苑
に
て
祈
雨
祈
祷
が
修
さ
れ
た。

長
禄
三
年
(
-

四
五
九）

九
月
一

0
日
の
大
風

『
碧
山
日
録
』

に

よ
れ
ば、

竹
は
根
こ
そ
ぎ
倒
れ、

刈
り
取
っ
た
稲
は
大
水
に
漂
い
失

わ
れ
た。

南
都
で
も
大
乗
院
や
院
家
僧
房
の
破
損
が
報
告
さ
れ
て
い

る。

東
寺
で
は
「
五
十
年
以
来
覚
え」

ざ
る
大
水
と
さ
れ、

作
毛
は

目
も
当
て
ら
れ
ぬ
様
子
で
あ
っ
た
と
い
う。

こ
れ
ら
の
天
変
は、

あ
く
ま
で
京
都
や
奈
良
の
気
象
状
況
を
示
す

も
の
に
す
ぎ
な
い
。

当
該
期
の
北
陸
地
方
の
状
況
を
知
る
た
め
の
史

料
は
け
っ
し
て
多
く
は
な
い。

そ
れ
で
も、

地
域
の
実
情
を
知
る
ほ

と
ん
ど
唯
一

の
手
が
か
り
が
年
代
記
で
あ
る
(
M)

。

年
代
記
は、

地

方
寺
院
が
京
都
の
情
報
を
取
捨
選
択
し
た
記
事
と
と
も
に、

当
該
地

域
独
自
の
情
報
を
ふ
く
ん
で
編
纂
さ
れ
て
い
る。

年
代
記
に
よ
っ
て

地
域
の
歴
史
を
再
構
築
し
う
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
い
え
る
だ

ろ
う。

幸
い
北
陸
に
は
比
較
的
多
く
の
年
代
記
が
伝
え
ら
れ
て
い

る
(
E
)

。
『
永
光
寺
年
代
記
』

は
戦
国
初
期
に
加
賀
羽
咋
永
光
寺
住

僧
が
諸
記
録
か
ら
編
纂
し
た
も
の、
『
長
滝
寺
経
聞
坊
年
代
記
録
』

は
飛
騨
白
鳥
の
白
山
信
仰
の
拠
点
で
あ
る
美
濃
馬
場
の
長
滝
寺
経
聞

坊
に
伝
わ
る。
『
立
川
寺
年
代
記
』

は、

越
中
立
山
山
麓
の
曹
桐
宗

天
下
投
災
人
多
死

1

一
辛
巳

P^

羹
寺
殿

麿、
八
月
け一
日、

八
月
戸
度
屈．

寛
正
元
い

。

八
月
士ハ
日
勝
111一
宮
焼、

能
州
錯
乱、

寺
院
立
川
寺
（
現
立
山
寺）

で
一

五
世
紀
後
半
に
成
立
し
た
も
の
で

あ
る

g
。

こ
れ
ら
三
つ
の
年
代
記
に
つ
い
て、

康
正
・

長
禄
年
間

の
記
述
を
抜
き
出
し
て
み
よ
う。

〔
史
料
3〕
『
永
光
寺
年
代
記
』

長
禄
元

五
月
十
日
猿
沢
池
成
血．

七
月
廿一
日
吉
田
仕
祖、

戊

正
月
廿
日
n
二
出、
閏
正
月―-
0
円
滋

二
寅

月
山、

己

六
月
廿
日
日
二
111、
多
n
廟
腐

g
三〔

史
料
4〕
『
長
滝
寺
経
聞
坊
年
代
記
録
』

康
正
元
乙
亥

二
年
有

一
、

同
二
年
七
月
廿
一

日
飛
騨
国
長
滝
寺
領
之
御
判
頂
戴、

衆

徒
中
卜
有、

康
正
元
立

ニ
臼

0

閾
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長
禄
元
丁
丑

三
年
有

同
三
年
七
月
廿一
日
両
日
輪
出
東
方、
同
年
御
所
難
産、
御
腹

中
子
死、
偲
御
身
流
罪
自
害、

後
士
御
門

寛
正
元
年
庚
辰

六
年
有

◎
同
二
年
大
飢
饉
天
下
人
多
死‘

®
同
元
百
日
大
雨
六
月
洪

吋
同
二
年
三
月
帝
震
書
心
経
毎
字
三
拝、
同
六
年
九
月
十
三
日
大

星
流
其
声
如
雷、

〔
史
料
5〕
『
立
川
寺
年
代
記』

七
月
廿
日
改
元
康
正。
将
軍
舎
弟
香
厳
院
還
俗
攻
亡
鎌
倉
為。
成
副

帥
発
向
関
東。
渋
河
御
伴
為。
作
鎌
倉
管
領。
長
禄
元
年
丁
丑
武
衛

猶
子
義
俊
被
判。
甲
斐
浅
倉
没
落。
九
州
憑
大
内
蟄
居。
然
間
甲
斐

浅
倉
乞
取
渋
河
之
子
息。
為
武
衛
踵
続。
9
八
月
廿一
日
夜
大
風

吹。
天
下
大
木
悉
吹
倒。
恰
如
永
詐
風。
同
二
年
戊
寅
赤
松
二
郎
法

師
奉
討
吉
野
之
南
帝。
恭
把
神
盤
進
上
内
裏
申。
依
此
勲
功
賜
賀
州

半
國
勢
州
車
庄
備
前
新
田
庄
出
頭。
0
同
四
年
庚
辰
八
月
廿
九
日

之
夜
C

大
風
吹
大
雨
降
洪
水
出
c

天
下一
等
損
亡
C

七
月一
日
大
日

蝕゚

已
午
二
時
成
闇。
九
月
十
六
日
畠
山
右
衛
門
佐
落
都。
発
向
内

州
籠
嶽
山
城。
同
名
弥
二
郎
則
発
向
内
州
責
嶽
山。
山
名
弾
正
細
川

治
部
少
合
力
度
々
合
戦。
死
人
不
知
数。
◎
十
二
月
改
元
寛
正
C

年
代
記
の
情
報
を
加
え
て
あ
ら
た
め
て
当
該
期
の
気
侯
を
み
て
み

る
と、
京
都
や
奈
良
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
様
相
が
み
え
て
く
る。

水
野
が
指
摘
し
た
よ
う
に、
康
正
二
年
(-
四
五
六）
の
京
都
で

は、
五
月
に
止
雨
祈
祷
が
な
さ
れ
る
な
ど、
炎
旱
に
見
舞
わ
れ、
六

月
二
五
日
に
大
雨
洪
水
が
記
録
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る。
と
こ
ろ

が、
〔
史
料
3〕
の
『
永
光
寺
年
代
記』
に
「
大
餓
死」
と
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
る
ま
い
(
O)。

中
塚
武
を
中
心
と
す
る
気
侯
適
応
史
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
作
成
し
た

中
部
日
本
に
お
け
る
二
六
0
0
年
間
の
年
輪
セ
ル
ロ
ー
ス
酸
素
同
位

体
比
の
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば、
一
四
五
四・
五
五
年
は
夏
季
降
水
量
の

き
わ
め
て
高
い
年
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
(-
四
五
四
年
は
マ
イ

ナ
ス
ニ·
O
八
で
二
八
位、
五
五
年
は
マ
イ
ナ
ス
一
・
九
七
で
三
九

位）。
直
近
で
は―
二
八
七
年
（
マ
イ
ナ
ス
ニ・
三
で一
四
位）
以
来、

実
に一
六
七
年
ぶ
り
の
雨
が
降
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
g。
し

か
も、
こ
れ
だ
け
大
最
の
雨
が
二
年
連
続
で
降
っ
た
こ
と
は、
こ
れ

以
前
に
は
ほ
ぼ
見
受
け
ら
れ
ず、
以
降
で
は一
七
世
紀
末
に
み
ら
れ

る
だ
け
で
あ
る(m)。
こ
の
大
雨
が
「
大
餓
死」
(
O)
を
も
た
ら

し
た
の
は
ま
ち
が
い
あ
る
ま
い。
康
正
二
年
(-
四
五
六）
の
北
臨

地
域
で
何
が
起
こ
っ
て
い
た
の
か。
詳
細
は
不
明
で
あ
る
も
の
の、

冗
年
庚
辰
十
月
廿
七
日
改
元
人
種
失
三
分
二
云
。々
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京
都
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
飢
饉
状
況
が、

こ
の
時
期
の
加
賀
で
起

こ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る。

ま
た、

翌
康
正
三
年
(
-

四
五
七）

で
は、
〔
史
料
5〕

の
『
立

川
寺
年
代
記
』

に
八
月
ニ
一

日
夜
の
大
風
が
記
さ
れ
て
い
る
(
®)。

九
月
二
八
日
に
長
禄
と
改
元
さ
れ
る
康
正
三
年
(
-

四
五
七）

は、

春
か
ら
炎
旱
が
つ
づ
い
て
い
た
が、

八
月
二
三
日
に
な
っ
て
列
島
を

大
型
台
風
が
蹂
躙
し
た。

こ
の
と
き
の
台
風
は、
「
天
下
の
大
木
こ

と
ご
と
く
吹
き
側
れ、

あ
た
か
も
永
詐
の
風
の
ご
と
し」

と
記
さ
れ

て
い
る。
「
永
詐
の
風」

と
は、

永
詐
元
年
（
九
八
九）

八
月
一

三

日
夕
方
に
京
都
周
辺
を
襲
っ
た
巨
大
台
風
の
こ
と
で、

宮
城
の
門
や

堂
社
を
押
し
倒
し、

畿
内
]

帯
を
高
潮
と
洪
水
に
よ
っ
て
河
海
に
沈

ま
せ
て
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
と
さ
れ
る。

こ
の
の
ち
『
愚
管

抄』

や
『
撰
集
抄
』
『
吉
記
』
『
康
富
記』

が
語
り
継
ぎ、

中
世
に
お

い
て
暴
風
の
代
名
詞
と
な
っ
て
い
た。

長
禄
元
年
夏
と
は、

加
越
能

地
域
の
人
び
と
に
と
っ
て
暴
風
の
記
憶
を
呼
び
党
ま
す
爆
弾
台
風
が

起
こ
り、

大
き
な
水
災
に
み
ま
わ
れ
た
時
期
だ
っ
た
の
で
あ
る。

さ
ら
に、
そ
の
二
年
後
の
長
禄
四
年
(
-

四
六
0)

に
な
る
と、
〔
史

料
4〕

の
『
長
滝
寺
経
聞
坊
年
代
記
録』

に
「
百
日
大
雨」

な
る
長

雨
が
記
録
さ
れ、

六
月
に
洪
水
を
引
き
起
こ
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
(
®)。
「
百
日
大
雨｝

と
は
な
ん
だ
ろ
う
か。

『
東
寺
執
行
日
記
』

に
よ
れ
ば、
「
六
月
十
五
日
止
雨
ご
祈
祷
の
た

め
寺
家
に
官
符
下
さ
る
〈
日
付
け
は
九
日
と
あ
り〉

三
月
十
五
日
よ

り
四
十
日
ば
か
り
雨
下
る
と
云
々
」

と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら、

こ
の

年
の
謀
雨
は
三
月
一

五
日
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る。

『
碧
山
日
録
』

に
よ
れ
ば、

五
月
に
入
っ
て
も
降
り
や
ま
な
い
雨
に

青
苗
は
腐
り、

根
か
ら
蛙
が
生
ま
れ、

六
月
三
日
条
に
は
人
び
と
が

冷
気
に
冬
服
を
ま
と
い、
疫
死
者
が
無
数
に
出
た
と
記
さ
れ
て
い
る。

五
日
に
は
備
後
・

美
作
・

伯
醤
で
大
飢
饉
と
な
り、
「
人
民
相
食
む」

と
い
う
カ
ニ
バ
リ
ズ
ム
の
噂
が
聞
こ
え
て
く
る。
一

三
日
に
は
大
雨

と
な
り、

琵
琶
湖
の
湖
水
が
あ
ふ
れ
だ
し、

田
畠
を
冠
水
さ
せ
て
種

苗
を
流
し
去
っ
て
住
民
ら
を
退
去
さ
せ
た。

五
畿
七
道
の
各
地
の
河

川
は
決
壊
し、

人
び
と
は
橋
染
の
な
い
こ
と
を
憂
え
た
と
い
う。

六

月
の
止
雨
の
官
符
や
祈
祷
の
命
令
は、

こ
う
し
た
状
況
下
で
発
出
さ

れ
た
も
の
で
あ
っ
た。

『
如
是
院
年
代
記』

に
よ
れ
ば、
「
康
正
元
年
庚
辰、

三
月
よ
り
六

月
二
十
四
日
に
い
た
る
ま
で
久
し
く
雨、

不
熟」

と
あ
り、

三
月
か

ら
六
月
二
四
日
ま
で
長
雨
が
降
り
続
い
た
と
さ
れ
て
い
る。

い
ず
れ

も
京
都
の
記
録
で
は
あ
る
も
の
の、

三
月
一

五
日
か
ら
「
四
十
日
ば

か
り」

降
り
続
い
た
長
雨
は
降
り
や
む
こ
と
な
く、

六
月
二
四
日
ま

で
続
い
た
と
す
れ
ば、
ち
ょ
う
ど
一

0
0
日
間
の
謀
雨
と
な
る。
『
長

滝
寺
経
聞
坊
年
代
記
録』

が
書
き
残
し
た
「
百
日
大
雨」

と
は、

畿

内
周
辺
か
ら
北
陸
地
方
に
ま
で
お
よ
ぶ
広
範
囲
の
長
雨
で
あ
っ
た
と
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考
え
て
い
い
だ
ろ
う。

こ
の
長
雨
が
よ
う
や
く
お
さ
ま
り、

ニ
ヶ
月
余
が
た
っ
た
八
月

二
九
日
夜、

今
度
は
巨
大
台
風
が
北
陸
地
域
を
襲
っ
た。
〔
史
料
5〕

の
『
立
川
寺
年
代
記』
に
よ
れ
ば、
「
大
風
吹
き、

大
雨
降
り
て
洪

水
出
で
る。

天
下一
等
損
亡」

と
あ
り、

激
し
い
風
と
雨
が
洪
水
を

起
こ
し、
最
大
級
の
損
亡
で
あ
っ
た
と
伝
え
て
い
る
(

O
)。

し
か
も、

〔
史
料
3〕

の
『
永
光
寺
年
代
記』
に
よ
れ
ば、
品
両
度
風」

と
あ
っ

て、

二
つ
の
台
風
が
同
時
に
発
達
し
て
列
島
を
直
撃
し
た
可
能
性
も

あ
る
(

O
)

（m)
。

長
禄
四
年
八
月
二
九
日、

グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
で
九

月
二
三
日
夜
に
列
島
を
縦
断
し
た
巨
大
台
風
に
つ
い
て、

峰
岸
純
夫

は、
「
お
そ
ら
く
室
戸
岬
か
ら
紀
伊
水
道
・
大
阪
湾
を
通
過
し
て
畿

内
を
直
撃
し、

貫
通
し
て
北
陸
地
方
に
抜
け
た
台
風
で、

昭
和
九
年

（
一
九
三
四）

九
月
ニ
―
日
の
関
西
地
方
大
風
水
害
（
室
戸
台
風）

な
み
の
大
き
な
被
害
を
畿
内・
北
陸
の
各
地
に
与
え
た
こ
と
だ
ろ
う」

と
推
測
し
て
い
る
⑲
。

越
前
河
口
荘
で
は、

南
都
興
福
寺
の
田
楽

頭
役
六
0
0
貰
文
が
課
さ
れ
て
い
た
が、

こ
の
大
風
の
直
後
の
九
月

―
二
日
に
は
興
福
寺
に
使
者
が
到
着
し
て
減
免
を
も
と
め
た
g
。

翌
寛
正
二
年
(
-

四
六
一
）

七
月
に
は
去
冬
以
来
の
餓
死
者

九
二
六
八
人、

逐
電
す
る
者
七
五
七
人
に
お
よ
ん
だ
と
報
告
し
て
告

文
を
捧
げ
て
減
免
を
訴
え‘
-
0
月
に
は
「
去
年
・
当
年
の
こ
と
は

五
百
年・
三
百
年
此
方
に
も
な
き
不
熟」
と
ま
で
嘆
い
て
い
る。
「
五
十

年
以
来」

と
い
わ
し
め
た
前
年
九
月一
0
日
の
台
風
と
比
べ、

異
な

る
地
域
の
桁
違
い
の
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る。

ち

な
み
に
『
讃
岐
国
大
日
記』
で
は、

八
月
晦
日
の
大
風
が
「
こ
れ
に

よ
り
稲
の
実
な
し」
と
し
て
不
作
と
の
因
果
関
係
を
明
記
し
て
い
る。

大
野
荘
に
お
い
て
巨
額
の
年
貢
減
免
が
認
め
ら
れ
た
康
正
二
年

（一
四
五
六）

か
ら
長
禄
四
年
（
一
四
六
0)

ま
で
は、

長
い
炎
旱

の
数
年
を
は
さ
ん
で
大
風
雨
が
起
こ
っ
た
時
期
で
あ
っ
た。

と
り
わ

け
長
禄
四
年
(-
四
六
0)

三
月
か
ら
六
月
ま
で
の
「
百
日
大
雨」

と
八
月
二
九
日
の
大
風
こ
そ
が、

巨
額
の
年
貢
減
免
の
直
接
的
理
由

で
あ
り、

こ
の
年
の
冬
か
ら
翌
年
に
か
け
て
飢
饉
の
大
き
な
爪
痕
を

残
す
こ
と
に
な
る
寛
正
大
飢
饉
の
引
き
金
で
あ
っ
た。

も
ち
ろ
ん
長
禄
四
年
(-
四
六
0)
閏
九
月
の
減
免
の
背
景
に
は、

前
年
に
加
賀
入
国
を
は
た
し
た
半
国
守
護
赤
松
政
則
や
在
地
勢
力、

さ
ら
に
は
こ
の
冬
に
勃
発
す
る
越
中
守
護
畠
山
家
の
内
紛
な
ど、

政

治
的
緊
張
関
係
を
抜
き
に
考
え
る
こ
と
は
で
き
ま
い。

し
か
し、

長

禄
四
年
(-
四
六
0)

の
空
前
の
森
雨
と
巨
大
台
風
が
町
場
や
港
湾

機
能
を
物
理
的
に
麻
痺
さ
せ
た
の
み
な
ら
ず、

河
川
か
ら
運
搬
さ
れ

て
き
た
大
量
の
砂
を
日
本
海
へ
と
排
出
し、

入
り
江
状
に
大
き
く
開

い
て
い
た
犀
川
の
河
口
を
埋
め
て、
砂
州
を
拡
大
さ
せ
た。

さ
ら
に、

一
五
世
紀
初
頭
か
ら
う
ち
つ
づ
く
長
期
の
早
魃
と
春
の
強
い
卓
越
風

が、

大
規
模
な
砂
丘
移
動
を
可
能
と
す
る
条
件
を
つ
く
り
出
し、

犀
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川
左
岸
に
巨
大
な
安
原
砂
丘
を
出
現
さ
せ
て
い
っ
た。

こ
の
大
雨
と

風
砂
は、

宮
腰
を
中
心
と
す
る
日
本
海
屈
指
の
港
湾
集
落
に、

再
起

不
能
な
ほ
ど
の
壊
滅
的
打
撃
を
与
え
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い。

犀
川
左
岸
河
口
域
に
展
開
し
て
い
た
普
正
寺
遺
跡
も
ま
た、

甚
大
な

被
害
を
受
け、

砂
塵
に
被
覆
し、

集
落
移
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
可

能
性
も
あ
る
だ
ろ
う。

そ
れ
は、

港
湾
部
の
み
な
ら
ず、

大
野
惣
荘

に
巨
額
の
一

括
免
除
を
認
め
ざ
る
を
え
な
い
ほ
ど
の
荘
域
全
体
を
揺

る
が
す
大
災
害
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る。

こ
う
し
た
大
野
荘
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
北
陸
地
方
の
惨
状
が、

四
ヶ

月
後
の
洛
中
に
大
量
の
流
入
民
を
呼
び
込
み、
多
く
の
疫
災
人
を
出
し、

「
人
種―
二
分
の
二
を
失
う」

と
も
い
わ
れ
た
飢
餓
状
況
(
®)

11
「
寛

正
飢
饉
と
い
う
常
識」
を
作
り
出
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る。

(
1)

熱
出
公
「
寛
正
の
飢
饂
と
大
和」
（『
中
世
寺
領
荘
圃
と
動
乱
期
の
社

会』

思
文
閣
出
版、
—
1
0
0
四
年）。

(
2)

東
島
誠
『
自
由
に
し
て
ケ
シ
カ
ラ
ン
人
々
の
世
紀』
（
諧
談
社
メ
チ
ェ

選
書、
二
0
1

0
年）、
同
『〈
つ
な
が
り〉

の
精
神
史』
（
講
談
社
新
書、

―
I
OI
―
一

年）。

(
3)

橋
本
雄
『
中
華
幻
想』
（
勉
誠
出
版、
—
1
0
―
一

年）、

大
田
由
紀
夫

『
銭
躍
る
東
シ
ナ
海』
（
講
談
社、
―
1
0―
二

年）。

京
都
に
お
け
る
陶

注

磁
器
の
出
土
最
が
一
五
世
紀
前
半
に
落
ち
込
み、

後
半
に
＞
字
回
復
す

る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る。

そ
の
ほ
か、
一
五
世
紀
後
半
博
多
に

お
け
る
出
土
銭
袋
数
の
増
加
を
指
摘
す
る
も
の
も
あ
る。

(
4)

浅
香
年
木
『
中
世
北
陸
の
社
会
と
信
仰
』
（
法
政
大
学
出
版
局、

一

九
八
八
年）、

中
橋
大
通
『
中
世
加
賀
「
希
有
事
也」

の
光
兼』
（
能

登
印
刷
出
版
部、
—
1
0
0
九
年）。

(
5)

水
野
章
二
「
中
世
の
風
害
と
気
侯
変
動」
（
伊
藤
啓
介
•
田
村
憲
美
・

水
野
章
二
編
『
気
候
変
動
と
中
世
社
会』

気
候
変
動
か
ら
読
み
な
お
す

日
本
史
三、

臨
川
書
店、

二
0
二
0
年）。

閑
連
す
る
論
考
に、
面
風
害

と
砂
丘
・
津
湊」
（『
災
害
と
生
き
る
中
世』

吉
川
弘
文
館、

二
0
ニ
―

年）

も
あ
る。

(
6)
「
大
野
荘
の
村
落
と
湊」
（
金
沢
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
金
沢
市
史』

通
史
繍一
、

金
沢
市、

二
0
0
四
年）

は、

以
下
の
通
り。
「
除
分
の
理

由
の
最
大
は、

川
成
•
河
頬
·
水
損
と
砂
成
・
浜
成
・
山
頬
•
砂
頬
な

ど
と
あ
る、

水
害
と
砂
害
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う。

こ
れ
ら
の
除
分
に

占
め
る
比
率
は
米
方
が
七
七
％、

銭
方
が
五
九
％
と
な
り、

非
常
に
高

率
と
な
っ
て
い
る。
特
に
米
方
の
三
回
目
集
計
額
I

一
五
六
石
六
斗
余
は、

康
正
二
年
(
-
四
五
六）

五
月
か
ら
長
禄
四
年
(
-
四
六
0)

閏
九
月

ま
で
の
長
雨
と
度
々
の
洪
水
に
よ
る
砂
．
JIi
成
で、

嘆
願
に
よ
り
認
め

た
と
あ
り、

こ
の
銭
方
除
分
は
四
六
貰
六
一
七
文
と
な
っ
て
い
る
]

0

(
7)
一
五
世
紀
の
日
本
海
沿
岸
に
お
け
る
大
規
模
な
砂
丘
移
動
に
つ
い
て
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は、

後
述
す
る
金
沢
市
普
正
寺
選
跡
や
羽
咋
市
寺
家
選
跡
の
発
掘
調
査

に
よ
っ
て
明
ら
か
で、

新
潟
・

鳥
取
で
も
同
様
の
砂
丘
移
動
に
よ
っ
て

大
き
く
兼
親
が
変
容
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る。

小
嶋
芳
孝

「
北
加
賀
の
古
代
避
跡」
（『
石
川
県
考
古
学
会
々
誌』

四
七‘―
1
0
0
四

年）、
藤
則
雄
「
日
本
海
沿
岸
の
海
岸
砂
丘」
（『
日
本
海
域
研
究
所
報
告』

一
、
一

九
六
九）、
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
本
海
沿
岸
の
砂
丘」
（
『
第
四
紀

研
究』
一

四、
一

九
七
五）。

小
嶋
氏
よ
り
ご
教
示
い
た
だ
い
た。

(
8)

こ
の
う
ち
「
野
老
塚」

の
比
定
地
は
不
明
で
あ
る。

(
9)

石
川
考
古
学
研
究
会
編
『
普
正
寺』
(
-

九
七
0
年
）。

(
10)
『
金
沢
市
古
府
遺
跡』
（
第
四・
五
次
調
査
報
告、
金
沢
市
教
育
委
員
会、

一

九
七
四
年）。

(
11)

垣
内
光
次
郎
「
中
世
北
陸
の
港
町
と
災
害」
（
五
味
文
彦
・
小
野
正
敏

編
『
開
発
と
災
害』

中
世
都
市
研
究
一
四、

新
人
物
往
来
社、
二
0
0
八

年）。

(
12)

寛
正
二
年
（
一

四
六
一
）

の
大
飢
饉
に
関
す
る
研
究
は
意
外
な
ほ
ど
少

な
い。

川
勝
政
太
郎
「
寛
正
の
飢
饉
と
願
阿」
（『
史
迩
と
美
術』
二
六
ー

七、
一

九
五
六
年）、

西
尾
和
美
「
室
町
中
期
京
都
に
お
け
る
飢
饉
と
民

衆」
（
『
日
本
史
研
究』

二
七
五、
一

九
八
五
年）、

西
尾
和
美
「
飢
疫
の

死
者
を
数
え
る
と
い
う
こ
と」
（
『
日
本
史
研
究
』

三
八
八、
一

九
九
四

年）、

西
尾
和
美
「
寛
正
の
飢
饉
と
北
陸」
（
矢
田
俊
文
・
工
藤
清
泰
編

『
日
本
海
城
歴
史
大
系』

三、

清
文
堂
出
版、

二
0
0
五
年）、

坂
部
和

夫
「
寛
正一
一
年
に
始
ま
る
内
ヶ
嶋
為
氏
等
の
飛
騨
白
JIl
郷
・

越
中
へ
の

進
出
と
寛
正
の
大
飢
饉」
（
『
斐
太
紀』

二
0
0
九
年）、

西
山
克
「
七
如

来
の
出
現」
（
『
閲
西
学
院
史
学
』

三
八、
二
0
1
―

年）、

東
島
誠
「
中

世
後
期
1
近
世
都
市
に
み
る
弱
者
と
生
存」
（
『
人
民
の
歴
史
学
』

一

九
三、
二
0
―

二
年）、
城
岡
朋
洋
「
中
世
の
飢
饉
と
立
山
信
仰」
（『
富

山
県
立
山
噂
吻
誼
研
究
紀
要』

二
七、1
1
0
ニ
―

年）。

(
13)

前
島
郁
雄
「
室
町
時
代
後
期
の
気
侯
に
関
す
る
党
書」
（
『
学
術
研
究』

人
文
・
社
会
・
自
然
九、

早
稲
田
大
学
教
育
学
部、
一

九
六
0
年）、

田

村
憲
美
「
中
世
に
お
け
る
在
地
社
会
と
天
侯」
（『
在
地
論
の
射
程』

校

倉
帯
房、

二
0
0
一

年）、

伊
藤
啓
介
「
藤
木
久
志
『
日
本
中
世
災
害
史

年
表
稿』
を
利
用
し
た
気
候
変
動
と
災
害

資
料
の
関
係
の
検
討」
（『
気

候
適
応
史
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
成
果
報
告
書』
一
、
二
0
一

六
年）、

清
水
克

行
『
大
飢
饉、

室
町
社
会
を
襲
う
！
』
（
吉
川
弘
文
館、

二
0
0
八
年）、

屋
敷
道
子
「
室
町
後
期
和
泉
国
日
根
野
荘
の
旱
魃
と
風
流」
（『
奈
良
女

子
大
学
大
学
院
人
間
文
化
研
究
科
年
報』

三
0、
二
0
一

五
年）。

(
14)

年
代
記
に
つ
い
て
は、

山
下
哲
郎
「
軍
記
物
語
と
年
代
記」
（
『
駒
沢

国
文』
三
五、
一

九
九
八
年）、
山
下
哲
郎
「
年
代
記
の
中
の
伝
承」
（『
伝

承
文
学』

四
八、
一

九
九
八
年）

に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る。

ま
た
今
後、

災
異
史
料
と
し
て
の
活
用
が
期
待
で
き
る。

(
15)

そ
の
ほ
か、
『
安
楽
山
産
福
禅
寺
年
代
記』、
『
宝
琳
寺
年
代
記』

や

『
白
山
荘
厳
購
中
記
録』

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る。
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(
16)

石
川
県
立
図
魯
館
加
能
史
料
編
纂
室
「
永
光
寺
所
蔵
「
永
光
寺
年
代

記」

に
つ
い
て」
（『
加
能
史
料
研
究
』

二、
一

九
八
六
年）、
室
山
孝
「
浄

住
寺
所
蔵
「
安
楽
山
産
福
禅
寺
年
代
記]

に
つ
い
て」
（『
加
能
地
域
史
』

―
-
、
一

九
八
六
年）
。

(
17
)

伊
藤
俊
一

『
荘
園
』
（
中
公
新
書、

二
0
ニ
―

年）
。
Ta
k
eshi

N
ak
a
t
s
u
k
a,
 
Ma
s
a
ki
 S
a
n
o,
 
Z
he
n
 Li,
 
C
h
e
nxi
 Xu,
 
A
ka
na
 

Ts
us
hi
mà

Y
u
ki
 S
hi
ge
o
ka,
 
Kenji
ro
 S
ho,
 
Kei
k
o
 O
h
ni
s
hi,
 

Mi
no
ru
 Sa
ka
mo
t
o,
 
Hi
ro
ma
s
a
 Oz
a
kì

Nob
or
u
 Hi
ga
m
i,
 
Na
nae

Na
ka
ò

Mi
sa
o
 Yo
koya
ma,
 
a
n
d
 Ta
ku
mi
 Mi
 tsu
ta
ni
 "
A
 2
600
1

year
 s
u
mmer
 cl
i
mat
e
 reconst
ru
cti
on
 i
n
 ce
nt
ral
 Ja
pa
n
 by
 

i
n
t
e
g
r
a
t
i
n
g
 t
r
e
e-
ri
n
g
 s
t
a
b
l
e
 o
x
y
ge
n
 a
n
d
 h
y
d
r
o
g
e
n
 

i
sot
opes'

C
li
m.
 
Pa
st,
 
1
6•

21
53
ー21
72,

2
02
0
 
h
"
"
ノ

ャ
パ
年
匹

洋
大
気
庁
の
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
(
h

ttps://
www.
 ncd
c.
 n
oaa.
 g
ov/
 

pal
e
o/
 st
u
d
y
 /2
8832)
を
参
照。

な
お
酸
素
同
位
体
比
の
値
が
低
い
ほ

ど
降
水
最
が
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が、

数
値
そ
の
も
の
は
匝
接
に

具
体
的
な
降
水
最
を
示
す
も
の
で
は
な
い。

伊
藤
俊
一
・

田
村
憲
美
氏

よ
り
ご
教
示
い
た
だ
い
た。

中
塚
武
編
『
気
候
変
動
か
ら
読
み
な
お
す

日
本
史
』
一
・
ニ
（
臨
川
書
店、

二
0
ニ
―

年）、

中
塚
武
『
酸
素
同
位

体
比
年
輪
年
代
法
』
（
同
成
社、

二
0
ニ
―

年）
。

(
18)

同
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば、
一

七
世
紀
末
は、

末
曾
有
の
降
水
戴
を
記
録

し
た
年
が
つ
づ
い
て
い
る。
一

六
四
二
年
（
マ
イ
ナ
ス
ニ・
三）
•

四
四

年
（
マ
イ
ナ
ス
ニ・
ニ）

と、
一

六
六
六
年
（
マ
イ
ナ
ス
ニ
・
三
四）
・
六
七

年
（
マ
イ
ナ
ス
ニ
・
三
二）
・
六
九
年
（
マ
イ
ナ
ス
ニ・
一

三）、

さ
ら
に

は
一

六
七
0
年
代
に
入
る
と
七
四
年
（
マ
イ
ナ
ス
ニ
·
O
八）、

七
五
年

（
マ
イ
ナ
ス
一
・
八
1

-）、
七
六
年
（
マ
イ
ナ
ス
ニ・
一

九）
、
七
九
年
（
マ

イ
ナ
ス
ニ·
O
六）、

八
0
年
（
マ
イ
ナ
ス
三·
―

二）、

八
一

年
（
マ
イ

ナ
ス
ニ・
九
七）

と
い
う
デ
ー
タ
を
示
し
て
い
る。
一

七
世
紀
末
の
降
雨

と
中
近
世
の
降
雨
•

水
災
と
の
ち
が
い
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し

た
い
。

(
19)

ち
な
み
に、
『
鎌
倉
大
日
記』

で
は、

六
月
一

九
日
の
大
風
が
伝
え
ら

れ
て
い
る。

(
20)

峰
岸
純
夫
「
蓮
如
の
時
代」
（
浄
土
真
宗
教
学
研
究
所
・

本
願
寺
史
料

研
究
所
網
『
講
座

蓮
如』
一
、

平
凡
社、
一

九
九
六
年）
。

(
21)

安
田
次
郎
『
全
集
日
本
の
歴
史
』

七、

走
る
悪
党、

蜂
起
す
る
士
民

（
小
学
館、
1
1
0
0
八
年）、

同
『
尋
尊
』
（
吉
川
弘
文
館、
―
1
0
ニ
ー

年）
。
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